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ドラえもんの世界へ 

「『吾輩は猫である』は、人間社会を揶揄しながらも、猫の視点から見た世界を深く描いた

作品であり、猫好きならばもちろん、人間のあり方について考えるきっかけにもなる作品だと

思います。」 

さて、この文章、実は今大きな話題を集めている自動で文章を作成するツール「チャットＧ

ＰＴ」で作成した夏目漱石著「吾輩は猫である」の読書感想文の一部なのです。こうしたＡＩ

(人工知能)による文書作成ツールの誕生によって「人間の独自性や想像力を養う機会」が喪失

し、日本のみならず世界の教育現場では学生がレポート作成などに利用し「考える力を奪う」

との不安が広がっています。 

「バカの壁」でおなじみの養老孟司著「ＡＩの壁 人間の知性を問いなおす」では、「これ

からはＡＩの時代だ」という視点ではなく、「すでに人間生活に浸透しているＡＩとの付き合

い方」について、ＡＩ発展が目覚ましい棋界に身を置く棋士・羽生善治さんをはじめ経済学者、

哲学者、数学者ら４人の著名人との対談を通じて考えていく内容となっています。 

４人の対談から見えてくるのは、ＡＩは「プロセス」や「想定外の事象」に対しては不得意

であるという指摘です。ＡＩは過去の膨大な統計データやプログラムの範囲内で正確に間違

えず「答え」だけを導くことができますが、その「答え」にたどり着くまでの「プロセス」は

教えてくれません。また、ゲリラ豪雨や大地震など自然災害の中でも前例がなく適用できない

「想定外の事象」に対しては明確な答えを導くことは難しくなります。特に著者は、ＡＩはあ

くまで「手段や道具」として捉えることが肝要であり、子どもの頃から人間の「五感」を鍛え

ることが大切であると述べています。つまり人間ができることは疎かにせず、ＡＩと共生する

ことが、共に成長につながるということです。 

「チャットＧＰＴのようなＡＩは人間にとって有害なものだ」という先入観ではなく、例え

ば自動車に関していえば、自動運転や駐車支援などＡＩを活かした技術はドライバーの負担

の軽減や安全性の向上を考えるとＡＩの力を否定することはできませ

ん。物事を判断するあらゆる場面でＡＩのメリット・デメリットを人間

が考え、「ＡＩに頼る」というより、手段や道具として「ＡＩを使う」と

いう意識で付き合っていく必要があるのではないかと思います。 

ところで人間がＡＩより優れていることを 1 つ挙げるとしたら「感情

がある」ことです。しかし、それも今だけの話であり、これからのＡⅠは

その「感情」も持つようになるのではないかと思います。ＡⅠが「感情」

を持つようになると、それはもはや幼い頃に夢見た『ドラえもんの世界』

になると言ったら過言でしょうか。 
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養老孟司著「ＡＩの壁」 
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今月の新刊（一般書） 

「書窓」第 1号 
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今月の新刊（児童書） 
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